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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・石和　八十美様～東病棟Aユニット13号室

【転入】
・中居　敬悦様～北病棟405号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・日登　惠子様～八戸市立市民病院脳外科受診。術後経過良好、創部問題無との事。次回8月19日（月）受診予定で家族様より次回受診までに家族の方で介護タクシーを準備すると返答あり。外出申請、入院証明書依頼済み。
　　　　　　　　点滴中止指示あり。五苓散継続処方。
　　　　　　　　

・下村　彩香様～7月22日　15:00主治医面談（特診予約済み）

・佐々木　理佳様～ヒアルロン酸点眼液1本処方。

・長浜　厚子様～血糖値について経過観察。低Na血症はふりかけで対応。明日から800kcalへ増量し、補液はビーフリード500ｍL1本との指示あり。

[bookmark: _GoBack]・石和　八十美様～点滴3本　5日分指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。他室侵入し他者の私物を持ち帰る行動自制できず、開放観察は早めに終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8時～17時の開放観察実施。8:00～17:00の開放観察実施。妄想的な発言はあるが、気分の高揚や多飲水行動は見られず。余暇は自室にて書き物をして過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。臥床しており、声掛けにて覚醒し朝食摂取始めている。退出行動など不穏行動無く、食後も臥床して過ごしている。主治医診察にて昼食時からおやつ時間まで開放観察指示あり。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察情報＞
・下村 彩香様～診察中不穏興奮なく衝動行為なく受け答えできている。主治医より外出・外泊
は保留とし、家族面会を継続するよう指示あり。処方変更なし。

・藤井 理代様～診察中気分高揚さ目立たず落ち着いている。処方変更なし。

・宮野 理恵様～診察中不穏興奮なく落ち着いて受け答えできている。主治医より本持参、スマートフォン使用許可あり、今後の心理検査の結果を見て治療方針を明確にしていくと説明あり。

・浅沼 佑香様～診察中落ち着いて受け答え出来ている。処方変更なし。

・大村 廣志様～診察中不調不満訴えなく落ち着いて受け答えできており、呼吸平静で経過。
処方変更なし。

・松原 哲夫様～診察中主治医声掛けに反応なく傾眠気味。痛み刺激で顔を顰める様子あり。主治医指示にて本日より点滴開始、明日よりデエビゴ10mg→5mgへ減量とし、経過観察となる。

・清川 一男様～診察中不穏興奮なく落ち着いている。処方変更なし。

・上村 カツヱ様～診察中不穏興奮なく落ち着いて受け答え出来ている。処方変更なし。

・古里 ゆり様～診察中不穏興奮なく落ち着いて受け答え出来ている。処方変更なし。

＜入院患者情報＞
氏　　名：石和　八十美（いしわ　やそみ）様
　生年月日：昭和27年6月28日(72歳)
　病　　名：アルコール問題、認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　現在、単身で生活している。自宅は持ち家ではあるがごみ屋敷状態で且
　つ老朽化が進んでおり、床が抜けそうな状態。連続飲酒状態が続いてお
　り、朝4時～夜(詳細な時間は不明)まで飲酒。詳細な飲酒量は不明であ
　るが、ウィスキーラベルの貼ってある4ℓの空となったペットボトルが
　自宅内に大量にある。飲酒した状態でデイサービスを利用しており、嘔
　気がみられることもある。デイサービス利用時には本人なりに飲酒量を
　減らしているのか、普段より疎通は取りやすい。昨年には連続飲酒状態
　で倒れて、八戸赤十字病院へ救急搬送されることもあったが2・3日の入
　院で退院している。
　今回、飲酒に伴う問題や認知症の有無等の評価・治療、環境調整目的で
　東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院となる。
